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   The caking coa1(Miike, Sakito and Shin・Yubari)and non-or feebly

caking coal(Namazuda, Bibai and Kaho)were tested by ratio .nal analysis

and extracted with boiling pyridine, benzene and cyclohexanon at ordinary

pressure and benzene under pressure.

   The absorption of I2 by the original coal and the extracted residual

coal was investigated.

   The reactivity index for alkaline permanganate was measured on the

pressure・benzene extracted residues.
                             ら

   The following results were obtained:

   (1) Contents of cellulose and lignin in the caking coal were less than

the non・caking coal. It may be thought that the former should be higher

rank than the latter.

   (2)The amount of extract with various solvents, except pyridine,

was parallel to caking Power.

   (3) The reactivity index for alkaline permanganate to the caking

coa1 was less than that the non・caking coa1.

    (4) The I2 absorptive capacity of the extracted residues depended

chiefiy on the kind of solvents. Excepting the case of pyridine, the

amount of extracts related to the absorptive capacity of each residue.

Particularly, in the case of extraction with pyridine, the absorptive

capacity of its residue was abnormally greater than in the other solvents.

As the reason of this fact, it may be thought that pyridine has penetrated
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  more strongly on coal surface and made it more pordus. Remarkabie. differ、.

  ences between the caking and non・caking cQal were not confirpaed、in,

  these experiments.

 緒  `言

 一 般 に 粘 結 炭 は その 加 熱 過 程 に際 して 一度 熔 融 状 態 を経 て コー ク ス化 す る もの と され て い

る.こ の 熔 融 状 態 の 生 成 に所 謂 石 炭 ビチ=一メ ンが 重 要 な役 割 を果 す もの と考 え られ てV・る.

この 勲 か ら既 に古 くよ りWheeler, Bone及 びFischer等 の諸 氏 に よ り,粘 結 成分 の探 求

が 主 と して溶 剤 抽 出 法 に よ っ て 行 わ れ て來 た が,こ れ ら ビチ ス メ ンの 如 何 な る 溜分 が特 に 粘 ・

結 性 を支 配 す る か につ い て す ら,未 だ 定 溌 と云 うべ き ものが な い..こ れ は 各 研 究 者 に よ り試

料 石 炭 又 び 實験 方 法 が 異 る以 外 に,石 炭 その もの の複 雑 性 に よる もの と 考 え られ る.即 ち こ

れ 等 石 炭 が 比 較 的 小 量 の結 合 醐,自11ち ビチ 」 メ ンに よ りそ の 全 体 の 大 卑 が 膠 蒲 され るiごと;

又著 し く孔 性 の 炭 化 物,即 ち コー ク スが 出 來 る こ とが,軍 に コ ー ク 鑑生 成 温 度 よ り遙 か に低

い 温 度 で抽 出 され る ビチ ュ メ ン含 量如 何 の み に支 配 され る と考 え る こ とに 難 鮎 が あ る と思 わ

れ る.

 この 黙 につ い て既 にBarash, Foxwe11及 びMottの 諸 氏 に よ り,溶 濟1捕出 の 不 溶 性部 分'
                          エ 
の粘結性に封 する重要性が強調されて來た.例 えばBarash氏 は石炭の粘結性試験で,¢alTl・

predon法 を用v・る際に,添 加する不活性物質の孔性がその膠着性に著 しい影響を及ぼす'こ

とか ら,石 炭の抽出淺渣の孔性或は吸着性が粘結性を支配するもめであろ うと推論 しだ∴'し

か し石炭の熔融過程の攣化は軍にこれ等抽出残渣の表面歌態のみな らす,そ の内部樽造或ぽ
                           の
その化學的組成その ものに差異があるだろ うと考えられ,新 村氏によれば,本 邦炭の粘結性

を支配する性質としてその γ化合物の含量の外に,α 化合物の酸素含量が關係することがあ

げられている.

 我 々はこの観黙か ら,木 邦産の比較的粘結性の強い三池炭,崎 戸炭,幻 汐 張炭(今 後簡輩

の爲に粘結炭 と記載する)及 び比較的粘結性の弱い稔田炭,美 唄炭,嘉 穗炭,(不 粘結安)に

ついて種々の有機溶剤による抽出を試み,そ のビチェメン含量を比較 し,更 に抽出建渣の孔

性を沃度吸着試験 より比較 し,叉 夫々の酸化反慮性を検討 した.

 實 験 方 法

 (i)工 業分析及び示性分析
                                      3)圏

 試 料 は 凡て60メ ッ シ・.以下 の もの を使 用 し,工 業 分析 は常 法 に よ り,示 性分 析 は 賀 田氏 の
                   4)                  '     1方 法

,メ トキ シル基 測 定 はZeise1の 方 法 に よつ た.          1

                                   し

 (ii)溶 剤 抽 出

                   (19)
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 各 試 料109を 探 り,溶 劃 と して ピ リジ ン盤 基(130～140。 溜 分 で,主 と して ピ コ リン と思

われ る).ベ ン ゼ ン及 び シ ク ロヘ キ サ ノン を用V・,窒 素 氣 流 中 に 於 て ソッ ク ス レー装 置 で 抽

出 を行 つ た.抽 出 陵残 渣 は 水 蒸氣 蒸 溜 して溶 剤 を駆逐 し,眞 室 乾 燥 して そ の 減 量 か ら抽 出 量

を求 めた.又 加 歴 ベ ン ソ ー ル抽 出で は,試 料509に ベ ン ゾ ー一ル2259を 加 え,オ ー トク レー

ヴで 各2時 間抽 出 し,3回 宛 抽 出 を行 つ た.温 度 は230。Cか ら260。C迄 漸 次 上 昇 せ しめ て

行 つた.
             の

 (iii) 抽 出残i渣の 酸 化 反慮 性

 試 料 と して ベ ン ゼ ン加 歴 抽 出残 渣 の60～100メ ッ シュの もの を使 用 し,そ の0.59を500

ccの コル ベ ンに採 り, N. NaOH溶 液50 cc, N. KMnO4溶 液200 ccを 加 え,約10分 間

で 沸 瓢迄 上 昇 せ しめ,湯 浴 上 に て1時 間 一 定 の 撹絆 装 置 の 下 で 反慮 せ しめた.反 慮 絡 了 後,

直 ち に濾 過,冷 却 して,濾 液 を500ccに 稀 繹 し,0.1N蔭 酸10 cc中 に滴 加 し て試 料0.5

9に よ り消 費 され たN.KMnO4溶 液 のcc藪 を以 つ て酸 化 反 慮 性 指 敬 と した.

 (iv)沃 度 吸 着 試 験

 原炭 及 び 各 抽 出残 渣 の 約0.39を 採 り,こ れ に0.100,0.050,0.025,0.010Nの 各濃 度

の沃 度 水 溶 液20ccを 加 え,2時 間 振 盈 して約20時 間 放 置 し,残 渣 を分 離 した 後,滴 定 して

吸 着 沃 度 量 を求 めた.

 賓験 結 果 及 び 考 察

 (i) 工 業 分 析 及 び示 性 分 析

 第1表 及 び第2表 に これ 等 の結 果 を示 した.各 炭 共,燃 料 比 は大 差 な いが,粘 結 炭 は不 粘

結 炭 に 比 し,水 分 が 少 い.ビ チ ュ メ ン は稻 粘結 炭 に 多 く,セ ル ・一 ズ,リ グ ニ ン は共 に 不 粘

結 炭 に 多 く,炭 化 度 の低 い こ と を思 わ せ る.し か しセル ロ ー ズ%と して 茨 分 の可 溶 部 分 が 含

まれ,セ ル ロ■一・・ズの 絶 樹 量 を表 わ す とは 考 え られ なV・.フ ミン酸 は 各 炭 共 殆 ん ど無 く,叉 メ

トキ シル基 の 値 は不 同で,リ グ ニ ン量 と挙 行 的 な關 係 の なV・こ とは興 味 が あ る.

 第 1 表  試 料 炭 の工 業 分 析結 果
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 第 2 表' 試 料 炭 の示 性 分 析及 メ トキ シル基 測 定 結 果't " " t

 
 
 

 

 

 

 

 

 (ii)・溶 剤 抽 出

 ビリヂン,ベ ンゼン及びシク・ヘキサノン抽出の結果を第3表 に,加 璽ベンゾー ,L抽出の

結果を第4表 に示 した.ピ リジン抽出の場合を除き,何 れ も粘結性 と抽出量とは不行的關係

があ り,特 に加璽ベンゾール抽出の場合は顯著である.叉 溶剤の種類により,そ の抽出量の

傾向が必す しも一致 していなV・.

  第 3 表  ピリジン,ベ ンゼン及びシクロヘキザノンによる常昼沸窯抽出結果

   抽出條件:

    ピ リ ジ'ン  石炭:溶 剤=1:10抽 出時間30hrs

    べ ・ン ゼ ン  石炭:溶 剤=1:10抽 出時間40hrs

    シクロヘキサ ノン  石炭:溶 剤=1:7.5抽 出時間45hrs

 

 
 

 

 

  第 4 表  ベンゼン加歴抽出結果

   抽 出條件:

    抽 出 温 度 230～2600C,石 炭:溶 剤=1:4。5

    各 回 抽 出 時間  2hrs * 抽出淺渣の重量より算出

                  (21)
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(ii`i)抽 出残湾の酸 化反憲性              、

 第5表 に過マンガン酸 カリ指数を示した.各 炭は略その燃料比が同一であるに拘 らす,そ

の残渣,帥 ち,フ ムス質の酸化反慮性は明確にその炭化度の差異 を示 してV・る。鄙ち,粘 結

炭は不粘結炭に比 して過 マンガン酸カリ指敏が小である.

 第'5表 加懸ベンゼン抽出残渣の酸化反懸性  '

         _三 池 崎 戸 新 掘 総 ・ 美 劃 嘉 穗

灘 輪 無1)4・ ・7・ … 134・655・5・ … 陣

 (iv)沃 度吸着試験                        tt・'

 第1圖 及び第2圖 に原炭及び各抽出残渣の吸着曲線を圖示 した.

            第 1圃  ・    '圖た於て縦軸
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             第  2 圖               表面積或は孔性
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に よってv・な".例 えば ピリジン抽出残渣の場合には,加 腰ベンゾール捕出残渣匠比 し,抽

出量が少いにか 瓦わらす,吸 着量は遙かに多V・.ζ れは ピ.TJジンの石炭に封する作用が加歴

ベンゾールの作用に比 し強烈で,そ の表面組織がより多孔性にされる爲と考え られる.そ の

他各炭種 による吸着量の攣化には一定の關係なく,叉 粘結炭,不 粘結炭の間にはみるべ き差

異は認められなVb.

 総  括

 本邦産の比較的粘緯性の強V・三池,崎 戸,新 夕張の各嵐,及 び比i鮫的こμめ弱V・輪田,美.

唄,嘉 穗 の各 炭 に つ い て,工 業 分 杭 示 性 分 析,溶 剤 抽 串,各 抽 出淺 渣 の酸 化 反恋 性 及 び沃

度 吸 着 試 験 の 各 實 験 を行 つ て次 の 様 な結 果 を認 めた.

 (1)溶 謝 抽 出 に よつ て 得 られ る各 ビチ ス メ ン量 は,溶 剤 の種 類 に よ り必 す しも一 定 しな

い が,大 体 そ の 粘 結 性 と卒 行 的 な關 係 が あ る.

 (ii)抽 出 残 渣 め 過 マ ン ガ ン酸 カ リ指 敏 は,粘 結 炭 及 び 不 粘 結 炭 の 炭 化 度 の 差 を明 瞭 に 示

し,前 者 は 後 者 に 比 し小 で あ る.              噂

 (iii)・ 沃度 吸 着 試 験 で は,粘 結 炭,不 粘 結 炭 の 間で 明 瞭 な差 異 は 認 め られ なv・.
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